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実
り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
、
各
避
難
先
の
自
治
会
で
そ
れ

ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
夏
祭
り
や
盆
踊
り
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
で
き
る
限
り

出
席
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
ま
し

た
。
ま
た
、
相
馬
盆
唄
や
双
葉
音
頭
を
踊
る

皆
さ
ん
の
姿
を
拝
見
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町

へ
の
思
い
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
28
日
に
は
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠

点
へ
の
進
出
第
１
号
と
な
る
株
式
会
社
ア
ル

メ
デ
ィ
オ
（
髙
橋
靖
社
長
）
と
企
業
立
地
協

定
締
結
を
行
い
ま
し
た
。同
社
は
、オ
ー
デ
ィ

オ
機
器
や
パ
ソ
コ
ン
関
連
の
テ
ス
ト
用
メ

デ
ィ
ア
、
工
業
炉
用
の
断
熱
材
な
ど
を
国
内

外
で
生
産
し
て
い
る
ほ
か
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ

イ
バ
ー
加
工
な
ど
新
分
野
進
出
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
で
あ
り
、
産
業
拠

点
内
の
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
工
場
を

建
設
予
定
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

９
月
４
日
、
非
常
に
強
い
勢
力
の
台
風
21

号
が
日
本
に
上
陸
し
、
近
畿
地
方
を
中
心
に

強
風
や
高
潮
な
ど
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
９
月
６
日
の
午
前
３
時
８
分
頃
に

は
北
海
道
胆
振
（
い
ぶ
り
）
地
方
中
東
部
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
地
震
が
発
生

し
、
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
や
住
宅
の
倒
壊
、

液
状
化
現
象
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
と
と
も
に
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し

た
。
双
葉
町
か
ら
北
海
道
に
避
難
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
無
事
と
い
う
公
表
を
聞
き
、
胸
を

な
で
お
ろ
し
ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の

映
像
を
見
て
被
害
の
大
き
さ
に
驚
く
ば
か
り

で
し
た
。
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
、
対
応

策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
の
７
日
間
、
第

３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会
を
招
集
し
ま
し

た
。
提
出
し
た
17
議
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重

な
審
議
を
い
た
だ
き
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
に
は
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
お
い

て
、昨
年
に
続
き
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・
フ
ェ

ス
タ
in
ふ
た
ば
、
ふ
た
ば
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

６
人
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
誰
で
も
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
震
災
前
に
行
わ
れ
て

い
た
町
民
体
育
祭
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
体

を
動
か
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
10
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で

の
期
間
に
県
内
外
11
会
場
に
お
い
て
町
政
懇

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
町
政
懇

談
会
で
は
、
特
に
帰
町
に
向
け
た
基
本
的
な

方
針
案
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
広

く
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
双
葉
町
の
復
興
に
対

す
る
お
考
え
や
ご
意
見
を
拝
聴
し
、
町
政
に

反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
お
近
く
の
会
場
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

寒
さ
に
向
か
う
時
節
で
す
の
で
、
健
康
管
理

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

株式会社アルメディオと中野地区復興産業拠点への
企業立地協定を締結いたしました

～ 中野地区復興産業拠点における立地協定第１号を締結 ～
　平成３０年８月２８日、株式会社アルメディオと中野地区
復興産業拠点への企業立地協定を双葉町いわき事務所にて締
結致しました。
　中野地区復興産業拠点は、町の復興拠点の一つとして、復
興のさきがけとなる「働く拠点」を整備するものです。協定
に基づき、約２０,０００㎡の土地において、平成３１年度を
目途に工場が建設される予定であり、町としては、引き続き、
産業拠点の整備に全力で取り組んでまいります。
　株式会社アルメディオの髙橋靖社長は、「町の復興に向けた
強い熱意を踏まえて進出を決めた」と意欲を示し、伊澤史朗町
長は「廃炉や除染に関係のない製造業が立地することで、町
のイメージが良い方向に変わる」と期待を込めて歓迎しました。

株式会社アルメディオ（東証２部上場）
● 所在地（本社）… 東京都日野市旭が丘３丁目１番４
● 設　立 … 昭和５６年５月
● 代表者 … 代表取締役社長　髙橋　靖
● 事　業 … 記録媒体や断熱材等の製造・販売業
● ＵＲＬ … http://www.almedio.co. jp/
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　９月４日、平七夕祭り（いわき市）に笹飾りを出
展し特別賞を受賞したいわき・まごころ双葉会の皆
さんがいわき事務所を訪れ、伊澤史朗町長に受賞報
告を行いました。

　８月２４日、（株）アイライフ様（代表取締
役中林幸一様）より義援金をいただきました。
（株）アイライフ様からは、平成２３年から
毎年ご支援をいただいています。

受賞おめでとうございます温かいご支援を
ありがとうございます

　停止期間※

　出力が停止される帳票
住民票の写し、印鑑証明書、戸籍の全部事項証明書（戸籍謄本）、戸籍の個人事項
証明書（戸籍抄本）、戸籍の附票の写し、所得・課税証明書

平成３０年１０月１８日（木）６時３０分から１３時００分まで

【問い合わせ先】　戸籍税務課　戸籍係　☎０２４６－８４－５２０４

　コンビニエンスストア等におけるマイナンバーカードを利用した住民票などの各種証明書の
自動交付サービスについて、システム更新作業のため、次の期間中は、証明書の発行ができま
せんのでご注意ください。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

※ コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付サービスの利用可能時間は６時３０分から２３時００分までです。
ただし店舗の営業時間内に限ります。

コンビニエンスストア等における住民票などの
各種証明書の自動交付サービスの一時停止について

　広報ふたば平成３０年９月号５ページに掲載いたしました被災者生活再建支援金の申請の、１制度内容
において、ただし書きの記載に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

ただし、1.2. に該当する場合でも、公共事業予定地については、対象外になります。誤：
ただし、2. および大規模半壊解体による基礎支援金の差額申請に該当する場合でも、公共事業
予定地については、対象外になります。

正：

【問い合わせ先】　双葉町いわき事務所　住民生活課　☎０２４６－８４－５２０６

広報ふたば平成３０年９月号の訂正について
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７
月
１
日
、
浪
江
町
、
広
野
町
を
会

場
に
、
平
成
30
年
度
双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
双
葉

町
か
ら
は
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
に
出

場
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
優
勝
、
野
球

は
準
優
勝
と
見
事
な
成
績
を
お
さ
め
ら

れ
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
に
大
変
勇
気
づ
け

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

７
月
２
日
、
平
成
31
年
度
国
の
概
算

要
求
に
向
け
た
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

　

６
月
23
日
、
い
わ
き
市
の
復
興
公
営

住
宅
勿
来
酒
井
団
地
に
お
い
て
、
双
葉

第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

６
月
定
例
会
以
降
の

－

国
へ
の
要
望
活
動

－

行 

政 

報 

告

た
。
特
に
、
被
害
実
態
に
即
し
た
賠
償

と
町
民
の
生
活
再
建
支
援
の
実
施
、
避

難
者
に
対
す
る
高
速
道
路
の
無
料
措
置

の
一
括
延
長
、
医
療
費
一
部
負
担
金
な

ど
の
減
免
の
継
続
に
加
え
て
、
復
興
財

源
と
国
の
支
援
体
制
の
長
期
的
な
確
保

な
ど
に
つ
い
て
、
復
興
庁
を
は
じ
め
、

関
係
省
庁
へ
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

７
月
15
日
、
16
日
に
は
、
栃
木
県
那

須
町
で
、
将
来
の
双
葉
町
を
担
う
小
・

中
・
高
校
生
の
再
会
の
機
会
と
、
児
童

町
商
工
会
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会

に
よ
り
「
復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団

地
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
巨
大
ダ
ル
マ
引
き
や
、

双
葉
町
と
い
わ
き
市
の
伝
統
芸
能
の

発
表
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
い
わ
き

市
民
、
双
葉
町
民
の
方
々
が
会
場
を
訪

れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

行
政
報
告

－

集
ま
れ
！ 

ふ
た
ば
っ
子２０

１
８

－
－

復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地

　
　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

－

－

双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

－
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生
徒
同
士
及
び
保
護
者
同
士
の
つ
な
が

り
と
絆
の
維
持
発
展
の
た
め
「
集
ま

れ
！
ふ
た
ば
っ
子
２
０
１
８
」
を
開
催

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
全
国
各
地

か
ら
多
数
の
小
・
中
・
高
校
生
と
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
体
験
活
動

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
花
火
鑑
賞
を

行
い
、
ま
た
、
前
沢
女
宝
財
踊
り
保
存

会
に
よ
る
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽
し
い
交

流
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。　

　　

７
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
相
馬
野

馬
追
」
が
南
相
馬
市
で
盛
大
に
開
催
さ

－
相
馬
野
馬
追

－

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
震
災
後
８
年
ぶ

り
に
浪
江
町
内
に
お
い
て
標
葉
郷
の

出
陣
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
双
葉
町
騎

馬
会
か
ら
は
７
騎
の
騎
馬
武
者
が
出
陣

し
、五
郷
の
騎
馬
武
者
と
共
に
、雲
雀
ヶ

原
祭
場
地
に
向
け
て
進
軍
し
、
甲
冑
競

馬
、
神
旗
争
奪
戦
な
ど
に
参
加
し
、
無

事
に
凱
旋
い
た
し
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
か
ら
30
日
の
３
日
間
、
京

都
府
の
京
丹
波
町
か
ら
松
本
和
久
教
育

長
を
は
じ
め
、
中
・
高
校
生
代
表
の
生

徒
８
人
を
含
む
計
15
人
が
い
わ
き
市
の

町
立
学
校
仮
設
校
舎
な
ど
を
訪
れ
、「
京

丹
波
町
・
双
葉
町
子
ど
も
交
流
事
業
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

28
日
は
、
京
丹
波
町
の
生
徒
た
ち
が

復
興
の
願
い
を
込
め
て
作
成
し
た
双
葉

ダ
ル
マ
の
切
り
絵
ハ
ガ
キ
の
贈
呈
を
受

け
た
後
、
双
葉
町
の
現
状
や
復
興
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
29
日

に
は
、
双
葉
中
学
校
の
生
徒
６
人
と
合

流
し
、
相
馬
野
馬
追
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン

ふ
く
し
ま
を
見
学
し
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
30
日
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
せ
ん
だ
ん
を
訪
問
し
、
入
所
者
と
折

り
紙
笠
作
り
で
交
流
し
ま
し
た
。
今
後

も
交
流
事
業
を
継
続
さ
せ
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

　

８
月
３
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
「
双

葉
町
生
徒
海
外
派
遣
事
業
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
高
校
生
２
人
、
中

学
生
７
人
の
計
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
自
然
や

文
化
に
触
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

シ
ド
ニ
ー
大
学
で
大
学
創
設
の
由
来
や

沿
革
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
考
古
学

博
物
館
や
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
見
学

す
る
な
ど
、
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
見

聞
を
広
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

－

京
丹
波
町
・
双
葉
町

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
交
流
事
業

－

－

生
徒
海
外
派
遣
事
業

－
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８
月
５
日
、
双
葉
駅
西
側
地
区
生
活

拠
点
整
備
に
係
る
事
業
及
び
用
地
物

件
補
償
説
明
会
を
郡
山
市
と
い
わ
き

市
で
開
催
し
ま
し
た
。
両
会
場
合
わ

せ
て
90
人
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
事
業
の
整
備
計
画
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
土
地
、
物
件
補
償
な
ど

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
第
71
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
県
民
ス
ポ
ー
ツ
相
双
地
域
大
会
が
新

地
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

双
葉
町
か
ら
は
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
出
場
し
、

９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
第
３
位
、
壮

年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
第
４

位
と
い
う
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
常
磐
線
双
葉
駅
橋
上
化

及
び
自
由
通
路
新
設
工
事
に
係
る
起
工

式
を
現
地
で
執
り
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
吉
野
正
芳
復
興
大
臣
を
は
じ
め
、

国
、
県
、
町
、
工
事
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
ご
列
席
い
た
だ
き
、
本
工
事
が
安
全

に
施
工
さ
れ
る
よ
う
祈
願
い
た
し
ま
し

た
。
双
葉
駅
は
、
特
定
復
興
再
生
拠
点

の
中
核
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
常
磐
線

の
全
線
開
通
に
合
わ
せ
平
成
32
年
３
月

末
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

８
月
24
日
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設

立
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、
町
民
を

中
心
と
し
た
委
員
で
構
成
す
る
「
ま
ち

づ
く
り
会
社
設
立
検
討
委
員
会
」
を
開

催
し
、
復
興
に
向
け
た
町
の
取
組
状
況

と
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
担
う
想
定
事
業

内
容
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

８
月
25
日
、
双
葉
地
方
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
本
部
の
浪
江
消
防
署
の
開

署
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
７
月
の
富
岡

消
防
署
の
開
署
に
続
き
、
双
葉
町
を
所

轄
す
る
消
防
署
の
本
格
的
な
運
用
開
始

に
よ
り
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
に

資
す
る
消
防
の
救
急
体
制
が
整
備
さ

れ
、
住
民
の
帰
還
促
進
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
28
日
、
い
わ
き
事
務
所
に
お
い

て
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の
進

出
第
１
号
と
な
る
株
式
会
社
ア
ル
メ

デ
ィ
オ
と
企
業
立
地
協
定
締
結
式
を
行

い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
企
業
立
地
協

定
の
締
結
に
向
け
詳
細
協
議
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

－

県
民
ス
ポ
ー
ツ
相
双
地
域
大
会

－

－

常
磐
線
双
葉
駅
橋
上
化
及
び

　
　

自
由
通
路
新
設
工
事
起
工
式

－

－

駅
西
側
地
区
生
活
拠
点
整
備
に
係
る

　

事
業
及
び
用
地
物
件
補
償
説
明
会

－

－

浪
江
消
防
署
開
署
式

－

－

企
業
立
地
協
定
締
結
式

－

－

ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
委
員
会

－
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※ ７月１０日以降に双葉町に転入届を提出された
方は、双葉町では投票はできませんので、旧住
所地の選挙管理委員会へご確認ください

日本国民で、満１８歳以上の方（平成１２年
（西暦２０００年）１０月２９日までに生まれ
た方）
平成３０年７月１０日までに双葉町に転入
届を提出し、引き続き双葉町に住民登録を
されている方

　投票日当日、投票できない方は期日前投票で投
票できます。期日前投票所は次のとおりです。

・

・

■投票できる方 ■期日前投票

　任期満了に伴う福島県知事選挙が、平成３０年１０月１１日（木）告示、平成３０年１０月２８日（日）
投票で行われます。皆さんの声を県政に生かす大切な選挙ですので、棄権しないで投票しましょう。

期日前投票所の
名称

期日前投票所を
設ける期間

双葉町いわき事務所
（１階中会議室）

１０月１２日（金）～２７日（土）
 午前８時３０分 ～ 午後８時

双葉町郡山支所
（１階会議室）

１０月１３日（土）～１６日（火）
２６日（金）～２７日（土）

  午前８時３０分 ～ 午後６時

双葉町埼玉支所
（２階２０３会議室）

１０月２４日（水）～２７日（土）
 午前８時３０分 ～ 午後６時

郡山市喜久田町
早稲原応急仮設住宅
（集会所）

 １０月１７日（水）
午前９時 ～ 正午　

福島市北幹線第二
応急仮設住宅
（集会所）

 １０月１８日（木）
午前１０時 ～ 午後４時

白河市立図書館
（地域交流会議室）
（小会議室１・２）

 １０月１９日（金）
午前１０時 ～ 午後４時

いわき市平体育館
（会議室１）

 １０月２０日（土）
午前１０時 ～ 午後４時

南相馬市民文化会館
（ゆめはっと）
（２階練習室３）

 １０月２４日（水）
午前１０時 ～ 午後４時

【問い合わせ先】 双葉町選挙管理委員会（双葉町いわき事務所総務課内）☎０２４６－８４－５２０１

福島県知事選挙の投票日です福島県知事選挙の投票日です
１０月２８日（日）は１０月２８日（日）は

○全国各地に避難されている皆様へ
　全国の市区町村の選挙管理委員会で不在者
投票を行うことができます。
　投票方法につきましては、９月末に郵送予
定の「選挙のお知らせ」に掲載するとともに、
請求用紙と返信用封筒を同封いたします。

※ 上記の各投票所（右記の期日前投票所含む）で
投票できる方は請求しないでください。請求し
てからでは、期日前投票所や当日投票所で投票
できなくなる恐れがあります。

■投票所
　１０月２８日（日）の投票は次の３カ所で行
うことができます。
双葉町いわき事務所（１階中会議室）
投票時間　午前７時から午後７時

双葉町郡山支所（１階会議室）
投票時間　午前７時から午後５時

双葉町埼玉支所（２階２０３会議室）
投票時間　午前７時から午後５時

・
　

・
　

・

※ いわき事務所と埼玉支所・郡山支所は投票終了
時間が異なりますので、ご注意ください。

※ 会津地方及び猪苗代地方、その他の地域に避難
されていて、各投票所（期日前投票所含む）に
行けない方につきましては、避難先の市町村で
投票ができる不在者投票をご利用ください。

福島県知事選挙の投票日です福島県知事選挙の投票日です
１０月２８日（日）は１０月２８日（日）は

福島県知事選挙の投票日です
１０月２８日（日）は

大事な投票、忘れずに！

7 平成３０年１０月広報ふたば



区　　分
申込者数 第１次試験受験者数 第１次試験合格者数 最終合格者数 採用者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
行　政　職 11 2 13 10 2 12 5 1 6 4 1 5 3 1 4
建　築　職 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
保　健　師 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
幼稚園教諭 0 2 2 0 2 2 0 2 2 0 1 1 0 1 1
合　　　計 12 5 17 11 5 16 6 4 10 5 3 8 4 3 7

定年退職 普通退職 死亡退職 懲戒免職 計
人      数 4 3 0 0 7

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
一般行政職 95.4 95.5 95.7 95.1

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休息時間 休憩時間
38時間45分 8：30 17：15 廃止 12：00～13：00

区　　分 職員数 対前年
増減数部　　門 平成29年 平成30年

一般行政

議 会 2 2 0
総 務 43 44 1
税 務 5 5 0
農林水産 4 3 ▲ 1
商 工 1 2 1
土 木 11 14 3
民 生 6 5 ▲ 1
衛 生 6 5 ▲ 1
計 78 80 2

教　　育 9 9 0
一般行政＋教育 87 89 2

特別会計
下 水 道 1 1 0
そ の 他 4 4 0
計 5 5 0

合　　計 92 94 2

年　度 時間外・休日勤務総時間 職員一人あたりの平均時間
平成29年度 １０，７５３時間 １３８時間
平成28年度 １１，８２１時間 １５３時間

男　性 女　性
新たに育児休業を取得した者 0 0
前年度から引き続いている者 0 1

年　度 総付与日数（日） 総使用日数（日） 全対象職員数（人） 平均使用日数（日） 取得率（%）
平成29年度 2,414 625 66 9.5 25.9%
平成28年度 2,913 786 82 9.6 27.0%

処　分　事　由 降任 免職 休職 降給 計
勤務実績が良くない場合 0 1 0 0 1
心身の故障の場合 0 0 0 0 0
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0
刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0

処　分　事　由 戒告 減給 停職 免職 訓告 厳重注意 計
法令、条例等に違反した場合 0 0 0 0 0 0 0
職務上の義務に違反し、又は職務を怠つた場合 0 0 0 0 0 0 0
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0 0 0 0 0 0 0

１．職員の任免及び職員数に関する状況

２．職員の勤務時間、勤務条件及び服務の状況

３．職員の分限及び懲戒処分の状況

（２）職員の退職の状況

（５）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数）の状況

（４）部門別職員数の状況

（１）採用候補者試験・職員選考の実施状況（平成 29年度実施）

（平成 29年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日）

（１）職員の勤務時間（平成 29年 4月 1日現在）＜標準的なもの＞

（注）「ラスパイレス指数」は、国家公務員の給料を１００とした場合の町職員の給与水準を示したものです。
　　 なお、平成 25 年度は、国家公務員の時限的な（２年間）給与決定・臨時特例法による給与削減措置が

ないとした場合の値です。

（注）地方公務員法第 28 条第 1項及び第 2項

（注）地方公務員法第 29 条第 1項

（注）定員管理調査における職員数です。

（注）特別職、管理職は除く。

（各年 4月 1日現在）

（３）時間外勤務及び休日勤務等の状況（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

（２）年次有給休暇の取得状況（平成29年1月1日～平成29年 12月 31日）

（単位：人）

部　　局 定　　数 職  員  数 差　　引
町長事務部局 84 82 ▲ 2
議会事務部局 2 2 0
農業委員会事務部局 　1（3） 　1（3） 0
教育委員会事務部局 15 9 ▲ 6
選挙管理委員会事務部局 （3） （3） （0）
監査委員事務部局 （2） （2） （0）

合　　計 102 94 ▲ 8
（8） （8） （0）

（３）職員の定数の状況（平成 30年 4月 1日現在）

（注）（　）内は兼務職員数です。

（単位：人）

（単位：人）

（４）育児休業の状況（平成 29年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日）（単位：人）

（１）分限処分者数（平成 29年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日）　 （単位：人）

（２）懲戒処分者数（平成 29年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日）　 （単位：人）

双葉町の人事行政の運営等の状況の公表
双葉町における「人事行政の運営等の状況」を条例に基づきお知らせ致します。
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【問い合わせ先】 総務課　行政係 ☎０２４６－８４－５２０１

５．職員の研修状況

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

４．職員の服務の状況

（１）健康診断の状況

（平成 29年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日）

（平成 29 年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日）

（２）職員健康増進事業（平成 29年度分）

（平成 29 年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日） （単位：人）

研　修　・　講　座　名 研修場所（主催） 実施年月 実施日数 受講者数

新規採用職員前期研修 ふくしま自治研修センター 平成２９年   ４月～   ６月 ５日 ６名

新規採用職員後期研修 ふくしま自治研修センター 平成２９年１０月～１２月 ５日 ５名

新任係長研修 ふくしま自治研修センター 平成２９年   ６月～   ９月 ３日 ２名

新任課長研修 ふくしま自治研修センター 平成２９年   ７月～   ８月 ２日 １名

人事評価講座 ふくしま自治研修センター 平成２９年   ５月 １日 ３名

健康診断の種類 受診者数（人） 健康診断の種類 受診者数（人）
胃がん 70 腹囲測定 143
血圧測定 156 聴力検査 143
心電図検診 142 前立腺がん検診 49
眼底検査 140 人間ドック 38
尿検査 156 脳ドック 21
大腸がん検診 120 子宮がん予防検診 26
血液検査 155 乳がん予防検診 29
胸部 X線検査 155 延べ受診者数 1，543

事　業　名　称 受診者数・受講者数
ストレスチェック（計２回） 全職員
個別面談（計２回） 全職員
共済組合メンタルヘルスセミナー（管理職・衛生管理者・人事担当者向け） １名
市町村派遣職員等メンタルヘルス研修 １９名
メンタルヘルスマネジメント実践研修会 １名

区　分 内　　　容 地方公務員法 違反者数
服務の宣誓 職員は、条例の定めるところにより、服務の宣誓をしなければならない 第３１条 0
命令に従う義務 職員は法令に従い、かつ、上司の職務命令にしたがわなければならない 第３２条 0
信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけ、又は職の不名誉になるような行為をしてはならない 第３３条 0

秘密を守る義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様
とする 第３４条 0

職務に専念する義務 職員は勤務時間中、職務に注意力の全てを用い、職務にのみ専念しなければ
ならない 第３５条 0

政治行為の制限 職員は政党その他の政治的団体の結成に関与するなど、政治活動等をしては
ならない 第３６条 0

争議行為等の禁止 職員はいわゆるストライキ等をしてはならない 第３７条 0

営利企業等従事制限 職員は任命権者の許可なく、営利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得
ていかなる事業にも従事してはならない 第３８条 0

合　　　計 0

７．勤務条件に関する措置の要求の状況
（平成 29 年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日）

継 続 件 数 措 置 要 求 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４６条の規定に基づく職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に
関する措置の要求

（注）対象者１５６人（臨時職員等を含む）

８．不利益処分に関する不服申立の状況
（平成 29 年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日）

継 続 件 数 不 服 申 立 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４９条の２第１項の規定に基づき、職員の懲戒その他その意に反する
不利益な処分に対する審査請求又は異議申立て
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福島県知事より感謝状
～ 個人県民税 ～

　８月２８日、いわき事務所において福島
県から町への知事感謝状贈呈式が行われ、
佐々木秀三県相双地方振興局長から伊澤史
朗町長に感謝状が伝達されました。
　この感謝状は町の平成２９年度の個人県
民税の納付実績が優良であることから贈ら
れたものです。
　町が優良町村の感謝状を贈呈されたの
は、東日本大震災以降３回目（３年連続）
となります。

行政相談委員による相談所を開設します
　１０月１５日（月）から２１日（日）までの一週間は「行政相談週間」
です。
　行政相談は、役所（国、県及び市町村）などの仕事に関して、苦
情や困っていること、心配なこと、要望したいことなどについて相
談に応じ、その解決をお手伝いするものです。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

【連絡先】 松木　秀男 ☎０９０－５２３８－９９５９

◆ 行政相談所の開催：日 時
　 　　　　　　　　　場 所

１０月１６日（火）１０：００ ～１２：００

双葉町いわき事務所　分室
（旧双葉町社会福祉協議会事務所）

行政相談委員：松木秀男さん（羽鳥）

福島県相双地方振興局県税部管理納税課
双葉町戸籍税務課

☎ ０２４４－２６－１１２３
☎ ０２４６－８４－５２０４

【問い合わせ先】

　県と双葉郡８町村では、給与所得者に係る住民税の特別徴収を推進するため、平成
３１年度から法令の要件に該当するすべての事業主（給与支払者）の皆さまを特別徴収
義務者として、一斉に指定します。

　指定の対象となる事業主の皆さまには１０月中旬までに指定予告書を送付しますの
で、ご確認をお願いします。

　特別徴収義務者に指定されると、従業員に支払う毎月の給与から個人住民税を特別徴
収（差し引き）し、各町村に納入していただくようになります。

個人住民税の特別徴収義務者の一斉指定を行います
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　双葉町では、平成３１年度双葉町立ふたば幼稚園の入園児を募集します。多くの園児の姿が
見られることを心待ちにしております。

【提出および問い合わせ先】 教育委員会　教育総務課
〒974－8261 いわき市植田町中央１－１６－３　エムケービル２階

☎０２４６－８４－５２１０

平成３１年度平成３１年度

３歳児 平成２７年４月２日～
平成２８年４月１日に生まれた幼児

４歳児 平成２６年４月２日～
平成２７年４月１日に生まれた幼児

５歳児 平成２５年４月２日～
平成２６年４月１日に生まれた幼児

福島県いわき市錦町御宝殿５６

① 入園料：３,０００円
② 授業料：４,０００円（月）
③ その他：給食・教材費等

１０月１日（月）～１０月３１日（水）　（８時３０分から１７時１５分まで）
１１月以降も随時入園申込みを受付ます。

右表のとおり

　双葉町に住民票を有している方は、町条例により経費の①および②は免除されます。③については町補
助金要綱により一部補助されます。
　入園を希望される方は、問い合わせ先にご連絡ください。「入園申請書」をお送りしますので、記入・
押印のうえ提出をお願いします。申請書は、町公式ホームページからもダウンロードできます。

平成３１年度 ふたば幼稚園入園のご案内ふたば幼稚園入園のご案内

平成３１年　双葉町成人式のお知らせ
平成３１年１月３日（木）
受付 ……… １１時３０分 ～　　
記念撮影 … １２時５０分 ～　　
式典 ……… １３時１５分 ～　　

１. 日　時

いわきワシントンホテル
〒９７０－８０２６
福島県いわき市平字一町目１番地
☎０２４６－３５－３０００（代表）

２. 場　所

平成１０年４月２日
　～平成１１年４月１日生まれの方
（平成２３年３月１２日以降転出者も含む）

３. 対象者

○ 対象の方には、１０月中旬までに案内状を送
付いたします。

○ 希望される方は、いわきワシントンホテルの
美容室で和服の着付けも可能です。（詳細は
案内状とともにご連絡いたします）

○ 宿泊を希望する新成人には、宿泊費（限度額
あり）を補助いたします。

４. その他

ふたば幼稚園入園のご案内

入園資格◆
経 費◆

提出期間◆

所 在 地◆

【問い合わせ先】　教育委員会　教育総務課
☎ ０２４６－８４－５２１０

　成人式終了後、同級会を開催します。恩師の
先生方もお呼びする予定です。詳細については
案内状とともにご連絡します。

鈴木　貴紀
石井　輝
小野田安紗
紺野　朱里

佐藤　幸奈
中井　彩

● 実行委員長 ……
● 副実行委員長 …
● 実行委員 ………

８／２５２５　郡山支所において双葉町郡山支所において双葉町
成人式実行委員会を開催しました成人式実行委員会を開催しました
８／２５　郡山支所において双葉町
成人式実行委員会を開催しました
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自治会自治会 夏
祭
り
・
盆
踊
り

夏
祭
り
・
盆
踊
り

夏
祭
り
・
盆
踊
り

夏
祭
り
・
盆
踊
り

夏
祭
り
・
盆
踊
り
～ 

自
治
会
・
双
葉
町
伝
統
祭
り
継
承 

～

７月２０日（金）

８月４日（土）双葉町県中地区自治会盆踊り大会 （郡山市）

双萩会納涼会 （仙台市）

～東京ふれあい双葉会との交流～

自治会

８月１１日（土・祝）

８月１８日（土）

双葉町つくば自治会夏祭り （つくば市）

双葉町県南双樹会夏祭り盆踊り大会 （白河市）
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双葉町伝統祭り継承双葉町伝統祭り継承

自治会自治会

８月２４日（金） 県北ふたば会夏祭り納涼盆踊り （福島市）

８月１１日（土・祝） 夢ふたば人　復興公営住宅勿来酒井団地盆踊り （いわき市）

８月２５日（土） 双葉町埼玉自治会盆踊り大会 （加須市）

自治会

双葉町伝統祭り継承

いわき・まごころ双葉会による出店いわき・まごころ双葉会による出店 友好町・京丹波町による出店（バザー・ダルマ折り紙）友好町・京丹波町による出店（バザー・ダルマ折り紙）いわき・まごころ双葉会による出店 友好町・京丹波町による出店（バザー・ダルマ折り紙）
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第第５回  市町村対抗福島県ソフトボール大会回  市町村対抗福島県ソフトボール大会

選手の皆さんへ声援を選手の皆さんへ声援を

よろしくお願いしますよろしくお願いします！

第５回  市町村対抗福島県ソフトボール大会回  市町村対抗福島県ソフトボール大会第５回  市町村対抗福島県ソフトボール大会

選手の皆さんへ声援を

よろしくお願いします！

開 会 式：１０月１３日（土）　 ９：３０～
 相馬光陽ソフトボール場（相馬市）

◆ 双葉町チーム選手宣誓：◆

試　　合：１０月１３日（土）　１２：４５～
 同会場　Ｄ球場

◆

対戦相手：古殿町◆

【申し込み先】 双葉ふれあいクラブ事務局
☎　 ０２４６－３８－３３２５
ＦＡＸ ０２４８－２１－６１８８

◇
◇

◇
◇

実 施 日：
募集人数：

参 加 費：
申込締切：

・申し込みの際は、氏名・住所・生年月日・連絡先をお知らせください。
・歩ける服装で参加願います。また雨具の準備もお願いします。
・交通事情で時間の変動があります。

※交通事情により、バスの時間が変更になる可能性があります。

双葉ふれあいクラブ
からのお知らせ

１１月１０日（土）小雨決行
４５人（大型バス利用）

５００円（保険代含む）
１０月５日（金） 

双葉町民トレッキング参加者募集双葉町民トレッキング参加者募集

行　程

双葉町民トレッキング参加者募集
～ 西郷村・新甲子遊歩道 ～～ 西郷村・新甲子遊歩道 ～

　９月１２日、須賀川市の宇津峰カント
リークラブにおいて、福島県ゴルフ連盟
の主催で第２０回福島県市町村大会ゴル
フ大会が開催され、双葉町チームが参加
しました。
　プレー結果は、２８市町村４６チーム
中、１５位でした。双葉町チームの大会
出場は震災後３回目で、昨年の５０チー
ム中３１位からさらに上位の成績を残す
ことができました。

第２０回第２０回　福島県市町村対抗ゴルフ大会が開催されました福島県市町村対抗ゴルフ大会が開催されました第２０回　福島県市町村対抗ゴルフ大会が開催されました

ＪＲ植田駅前（いわき市）バス出発
ＪＲ郡山駅西口
開成山競技場駐車場（郡山体育館前）
ＪＲ新白河駅東口
新甲子遊歩道
（キョロロン村～剣桂）

昼食
キョロロン村バス出発
ＪＲ新白河駅東口
開成山競技場駐車場（郡山体育館前）
ＪＲ郡山駅西口
ＪＲ植田駅前（いわき市）バス着

7:30
9:15
9:30
10:20
10:50

12:30
13:30
14:00
14:50
15:10
16:50

◇コ ー ス：西郷村新甲子遊歩道
（距離約２.５ｋｍ　所要時間２時間程度）

写真左から伊藤吉夫さん（新山）〔町体協ゴルフ部長〕、作田伊久雄
さん（長塚二）、西内正一さん（三字）、髙野利彦さん（新山）

～ 西郷村・新甲子遊歩道 ～

◇昼　　食：各自持参又は
キョロロン村内レストラン
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★ 何らかの運動を３０分以上してますか。 ★ 運動の頻度はどのくらいですか。

健康コラム健康コラム

　健康づくりのための運動とは、糖尿病や脂質異常症、メタボリックシンドローム、循環器疾
患、がんなどの生活習慣病の予防や、生活機能レベルの低下の予防を期待し、健康で生活する
ことのできる “ 健康寿命を延ばす ” ために行う運動です。厚生労働省の身体活動基準２０１３で
は、運動は日常生活での家事や仕事、活動などの身体活動以外に週２回以上、１回３０分以上
の運動を習慣的に続けることが望ましいとされています。
　健康づくりのために、運動習慣を身につけましょう。

　双葉町では、平成３０年３月に「健康寿命の延伸」を目的に「健康ふたば２１計画」を策定
しました。その中で、実施しました運動に関する「健康づくりアンケート」の結果は以下のと
おりです。（町公式ホームページ参照）

「健康づくりのための運動とは？」「健康づくりのための運動とは？」

　福島県立医科大学では、福島県の委託を受け、県民健康調査の一環として「妊産婦に関する調査」を行っ
ています。妊産婦の皆さまのこころや身体の健康状態を把握し、不安の軽減や必要なケアを提供するとと
もに、今後の福島県内の産科、福島県内の産科・周産期医療の充実へつなげていくことを目的として実施
しています。平成３０年度調査対象の方は、下記の方になります。調査へのご協力をお願いいたします。
　なお、過去の調査結果は、福島県立医科大学放射線医学県民健康センターのホームページ「妊産婦に
関する調査」（http://fukushima-mimamori.jp/pregnant-survey/）に掲載しておりますのでご覧く
ださい。

対象となる①の方には福島県各市町村の母子健康手帳の交付資料に基づいて調査票をお送りします。
②の方へは、県内産科医療機関を通じ、本調査へご協力をお願いしています。また下記専用ダイヤル
へご連絡いただければ調査票をお送りいたします。

時　期：
対象者：

【平成３０年度調査のご案内】

【問い合わせ先】 福島県立医科大学　放射線医学県民管理センター
妊産婦専用ダイヤル　☎０２４－５４９－５１８０（平日　９時 ～１７時）

妊産婦に関する調査について妊産婦に関する調査について県民健康調査

① 平成２９年８月１日から平成３０年７月３１日までに福島県内の市町村から
母子健康手帳を交付された方
② 上記期間に福島県外で母子健康手帳を交付された方で、福島県で里帰り出産
された方

健康コラム「健康づくりのための運動とは？」

妊産婦に関する調査について

平成３０年１１月頃

● 「行っている」が53.5％、「行っていない」が
　46.5％で、年齢が高いほど運動習慣がある。

● 「行っている」のうち、運動の頻度は「週 5 日
以上」は年代が高いほど多く、「週 2 ～ 4 日程度」
は、どの年代でもが多かった。
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【問い合わせ先】健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４６－８４－５２０５

生活スタイルの改善で認知症予防ができます
～ 健康診査を受けることがその１歩です ～

【問い合わせ先】　福島県後期高齢者医療広域連合　 ☎ ０２４－５２８－９０２４

　被保険者の皆さまの歯科健康保持及び疾病予防等のため、下記の内容で歯科健診を実施しています。

歯の健康は、口腔状態の悪化による歯周病予防や噛む力の低下による誤えん性肺炎予防のために、とても重要です。

まだ、受診されていない方は、この機会に歯科健診を受診しましょう。

後期高齢者医療保険では歯科口腔健康診査を実施しています

福島県後期高齢者医療の被保険者で、昭和１７年４月２日から
昭和１８年４月１日までに生まれた方（前年度中に７５歳に達した方）

対 象 者

問診、歯（義歯）、咬合、歯周組織、えん下の状態等健診項目
無料健診費用
平成３０年６月１日（金）から平成３０年１１月３０日（金）まで健診期間

ご不明な点があれば、下記までお問い合わせください。

① 対象歯科医院において実施しますので、詳しくは５月下旬に各対象者へ配布され
た案内状をご覧ください。
②歯科健診が無料で受診できるのは１回となります。
③ 長期入院されている方や介護施設へ入居されている方は、対象とならない場合
があります。

留意事項

　認知症の患者数は世界規模で増えています。世界では約4,700万人が発症しており、
2050年には1億1,500万人に増加すると予想されています。認知症が増えている背景に
は、不健康な生活スタイルがあり、特にアルツハイマー型認知症の増加に関係している
と考えられています。 
　生活スタイルの変化には、食生活の欧米化、自動車の普及に伴う運動量の減少、核家
族化による対話の喪失や社会的な交流の減少などがあります。

　これらのリスク要因は、アルツハイマー病のリスクの５０% 以上に関わっています。
　「アルツハイマー病を発症する人と、発症しない人とでは、何が違うのかはっきりとは分かっていません。し
かし、生活スタイルを改善し、糖尿病や高血圧などの慢性疾患を治療することで、アルツハイマー病の多くを防
ぐことができます」と、フロリダアトランティック大学の教授は言います。【出典：日本医療 健康情報研究所】 

　今年度の総合健 ( 検 ) 診は県内が９月～１１月、県外は８月～３１年１月まで実施します。県内
の集団健診は当日でも受診できますので、ぜひご来場下さい。（場所等の詳細は、双葉町公式ホー
ムページや「広報ふたば７月号」に掲載しています。）

１０月１日 「ふくしま健民カード」 ふたば健興 （けんこう） プロジェクト利用開始！
１０月１日広報紙で「ふくしま健民カード」ふたば健興プロジェクト参加の台紙を配布しました。健康づくりに
参加するとポイントが加算され、基準ポイントに達したらお得な特典が受けられます。

アルツハイマー病の発症リスクを高める要因は明らかで、

①糖尿病　　　④飲酒と喫煙　　　　　　⑦うつ病　
②高血圧　　　⑤高コレステロール　　　⑧運動不足
③腎臓病　　　⑥冠状動脈性心疾患　　　⑨不健康な食生活―― という９項目が影響しています。 

誰もが将来に認知症になる可能性があります　

認知症の中で最も多いアルツハイマー病の５０%以上に生活スタイルが影響

以上のことから、健康診査は認知症のリスクを発見することができます
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１０月は「不正軽油撲滅強化月間」です
　県では、１０月を「不正軽油撲滅強化月間」と定め、関係団体と協力して、不正軽油の排除に取り組んでおります。
　この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染や不法投棄の問題のほか、公正な市場競争の阻害、更には
暴力団等の資金源にもつながります。

不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆さまのご協力と情報提供が欠かせません。
不正軽油の情報提供につきましては、県庁税務課または最寄りの地方振興局県税部までご連絡ください。

【問い合わせ先】 県庁総務部税務課
相双地方振興局県税部

☎ ０２４－５２１－７２０５　　ＦＡＸ ０２４－５２１－７９０５
☎ ０２４４－２６－１１２７　　ＦＡＸ０２４４－２６－１１２８

県からのお知らせ

「不正軽油を作らない・売らない・買わない・使わない。」

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

◇輸送について（９月１３日現在）
環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

搬出市町村 搬入量㎥（袋）※ 搬出市町村 搬入量㎥（袋）※

浜通り

双葉町 １２，６１８

中通り

二本松市 １２，９１１
南相馬市 １８，９４８ 伊達市 １３，８０１
浪江町 １８，５０８ 本宮市 ８，６９１
葛尾村 ２３，３６０ 国見町 ６，９４８
飯舘村 ２８，６３０ 川俣町 ２３，５６３

中通り 福島市 ６，１０７ 大玉村 ７，０７３
計 １８１，１５８※ フレキシブルコンテナ等１袋の体積は１㎥と換算しています。

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

消費者庁からのお知らせ消費者庁からのお知らせ それ、詐欺かもしれません！それ、詐欺かもしれません！

覚えがない請求が来たら

メールやハガキに記載の電話番号に する前に！ をする前に！

１８８
連絡 支払

おかしいと思ったら１８８ 支払う前に１８８

・ ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）
による架空請求
・実在の事業者をかたる場合があります。
　（例）アマゾン　
　　　　ヤフーサポートセンター
　　　　ＤＭＭ相談窓口　など
　　※実在する企業とは無関係です。

・公的機関に類似した差出人
　（例）法務省管轄支局　国民訴訟通達センター
　　　　民事訴訟告知センター
　　　　国民訴訟お客様センター
　　　　全国紛争相談センター　など
　　※ いずれも国の組織として存在しないもの

です。

◆ メールによる架空請求　詐欺！ ◆ ハガキによる架空請求　詐欺！

消費者庁からのお知らせ それ、詐欺かもしれません！それ、詐欺かもしれません！それ、詐欺かもしれません！

まずは ☎ 消費者ホットライン！ 局番なし１
い

８
や

８
や

で確認しよう
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福島労働局職業安定部職業対策課【 問い合わせ先 】 ☎ ０２４－５２９－５４３８

　福島労働局では、東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所の事故のため避難をしてい
る方、大卒等（既卒者）含むＵ・Ｉ・Ｊターン希望者等を対象とした合同就職面接会を開催します。

＜日　　時＞ 平成３０年１１月９日（金）１３：００～１５：００

＜参加企業＞ ４０社程度（参加企業は開催日の約１カ月前までに福島労働局ホーム
ページ上で公開します）

＜そ の 他＞ 事前申込不要、参加無料 ＜主　催＞ 厚生労働省福島労働局

＜場　　所＞ ビッグパレットふくしま　多目的展示ホールＡ（郡山市南二丁目５２番地）

ふるさと・ふくしま合同就職面接会 in 郡山２０１８を開催しますふるさと・ふくしま合同就職面接会 in 郡山２０１８を開催します

　福島県相双農林事務所では、小学生と保護者を対象に、生産者の皆さんとの交流や
農作業体験などを通して、双葉地方の農林水産業の再開や安全・安心の取組みについ
て、親子で楽しみながら学べるバスツアーの参加者を募集します。

※詳細は、福島県相双農林事務所企画部のホームページをご覧ください。

発見しよう！発見しよう！

【問い合わせ先】 福島県相双農林事務所　企画部
〒975－0031　福島県南相馬市原町区錦町1－30 ☎０２４４－２６－１１５３ ＦＡＸ０２４４－２６－１１８１

平成３０年１１月１１日（日）８：４５～１６：４５（集合場所によって異なります）日　時

無　料参加費

２０組４０名（申込は保護者１名、小学生１名の２名１組を基本とします。）定　員

平成３０年１１月１日（木）まで必着（郵送またはＦＡＸ）申込締切日

親子で学ぶ農林水産業見学・体験ツアー親子で学ぶ農林水産業見学・体験ツアー　in 広野、楢葉in 広野、楢葉
発見しよう！
親子で学ぶ農林水産業見学・体験ツアー　in 広野、楢葉

＜共　催＞ 福島県

ふるさと・ふくしま合同就職面接会 in 郡山２０１８を開催します

東京ふれあい双葉会は、東京都内及び近隣の地域にいる双葉町民の会です。
会員になっていない方でも気軽に参加していただけますので、ご連絡をお待ちしております。

東京ふれあい双葉会からのお知らせ東京ふれあい双葉会からのお知らせ「お茶会交流会を開催します」「お茶会交流会を開催します」「お茶会交流会を開催します」東京ふれあい双葉会からのお知らせ

日　　時：
場　　所：
参　加　費：
申し込み：

そ　の　他：

【申し込み・問い合わせ先】
○谷　  尚之（三字）　☎０９０－７０７２－０９５９
○和泉  英二（三字）　☎０９０－８９２１－３９０７
○佐藤  孝一（山田）　☎０８０－５５７１－３６９４

１１月２３日（金・祝）
創作和食かこいや新宿店
４,０００円前後（予定）
１０月３１日（水）までに下記の申し込み
先へ連絡をお願いします。
会員の皆さまには詳細を別途お送りします。
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【求職者向け】行くしかない!!　合同就職面接会 in 浪江

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

浪江会場初開催！　出展企業２８社【参加無料・予約不要・履歴書不要】
就職の情報収集は直接がいいね！　求人票には載っていない魅力がドン！っと聞ける！
実は面接会が就職への近道♪　企業からのラブコールもあり、あなたの選択の可能性
も広がります。

【申し込み・問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　楢葉窓口（楢葉町役場新産業創造室内）
☎０２４０－２３－６２９０　　ＦＡＸ０２４０－２３－６２９１

共通事項 ※受講料・テキスト代、無料です。※詳しくは、チラシまたはホームページをご覧ください。

ホームページ 働きたいネット 検索

１０月２４日（水）１３：００～１５：００（受付開始１２：３０）【日　時】　
浪江町地域スポーツセンター（双葉郡浪江町権現堂下馬洗田５－２）【会　場】　

【個人申込型】ドローン講習
様々な分野で活用が期待される「ドローン」の基本講習を開催します。
年々、国内ドローンビジネスの規模が拡大されており、２０１７年には５００億円のものが、
２０２０年には１,５００億円と予測されています。
最新技術を学び、新たな分野への就職を目指しましょう。

・ 暴力団関連等に所属していない方。

・ 申込時点で満１８歳の年齢に達し
ている方。

上記いずれかに該当し、かつ

● 被災１２市町村（※）の事業所または、将
来的に設置を予定している事業所へ就労
を希望する方。

※ 被災１２市町村、田村市、南相馬市、川俣町、
広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、
双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村

● 将来的に被災１２市町村（※）へ就労を
希望する方。

● 避難解除区域へ帰還または就労を希望
する方。

【対象者】南相馬市馬事公苑
（南相馬市原町区片倉字畦原４－１）

【南相馬会場】･･･

各２０名
座学、実技、小テスト
ふくしまドローンスクール

●定　員
●内　容
●講　師

･･･
･･･
･･･

※雇用保険受給者で証明書が必要な方に、参加証明書を発行します。

※出展企業の詳細は、ホームページをご覧ください。
※雇用保険受給者は求職活動実績になります。参加証明書を発行します。

時間外労働の上限規制の導入など「働き方改革関連法」が
２０１９年４月１日から順次施行されます。働き方改革

詳しくは
福島労働局ホームページトップページ
または http://jsite.mhlw.go.jp/fukushima-roudoukyoku/banner/_120328_00001/html
働き方改革 検索

●日　時　
●締　切　

１１月　７日（水）９：００～１７：００
１０月２４日（水）

･･･
･･･

Ｊヴィレッジ
（双葉郡楢葉町山田岡美シ森８）

【広野会場】　･･･

●日　時　
●締　切　

１１月１４日（水）９：００～１７：００
１０月３１日（水）

･･･
･･･
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双葉町社会福祉協議会
～ 健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）※祝日を除く
北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野字内小原田 8－1） ☎ 024 －973 －5291（小林） 毎週　木曜日

（１８日は会場の都合で休み）
13:30 ～ 15:00

南東北総合卸センター２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1） ☎ 024 －973 －5291（開発） 毎週　水曜日 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康体操、健康講話、相談、趣味、生きがいづくり、交流等）
※社協サロンでは昼食を準備しますので事前に申し込みをお願いします。
郡山市喜久田公民館
（郡山市喜久田町堀之内字下河原１） ☎ 024 －973 －5291（開発） 　10月15日（月） 10:30 ～ 14:30

いわき市立小名浜公民館２階会議室
（いわき市小名浜愛宕上７－２） ☎ 0246 －84 －6725（渡辺） 　10月18日（木） 10:30 ～ 14:30

富岡町役場いわき支所多目的集会施設
（いわき市平北白土字宮前８） ☎ 0246 －84 －6725（渡辺） 　11月　1日（木） 10:30 ～ 14:30

【問い合わせ先】双葉町社会福祉協議会　郡山事務所 ☎ ０２４－９７３－５２９１

消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は
１１９番

※ 機器本体の寿命は、約１０年となっていますので、
１０年を超えたものは本体交換をお願いします。

台風・大雨の災害に備え５つの対策を確認しましょう！

住宅用火災警報器を定期的に点検しましょう！

・非常用品を準備する（懐中電灯、非常用食品、ラジオ等）
・断水の被害に備え、飲料水や生活用水を確保する
・指定されている避難場所の把握と避難経路を確保する
・避難時の荷物は最小限にし、両手は
　使えるようにする
・家族間で連絡できる環境を作る

・ボタンを押す（ひもを引く）と、ブザー又は音声が
　鳴るか確認する。
・ボタンを押して（ひもを引いて）作動しない時は、
　「電池切れ」か「機器本体の故障」が考えられます。  
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フタバくんを探せ
本紙のどこかにフタバ

くんが隠れています。

探してみてください。

人のうごき８月分 敬称略

（平成 30年８月 31日現在）

・福島県内に避難されている方 4,074人
2,818人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から
死亡者を引き、出生者と転入者を加えた人口を示し
ています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

氏　名 生年月日 保護者 行政区

渡
わたなべ

部　　壮
そう

　 7 月 30 日 　亘　・結香 山　田

松
まつもと

本　莉
り ほ

穂 8 月 24 日 剛幸・由貴 長塚二

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

鴻崎　フミ １０１ 8 月   1 日 鴻　草

鈴木てる子 ６８ 8 月   5 日 長塚一

渡部　凌子 ９２ 8 月 19 日 新　山

福岡　清記 ８４ 8 月 27 日 郡　山

『
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草
の
上へ

に

◯ 

干
し
草
の　

上
に
寝
転
び　

眠
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
の
子
た
り
し　

遥
か
夏
の
日

◯ 

ス
ー
パ
ー
に　

二
キ
ロ
詰
め
な
る　

米
を
買
い

　
　
　
　
　
　
　

食
べ
較
べ
す
る
を　

楽
し
み
と
せ
り

◯ 

極
ま
り
て　

花
び
ら
落
と
す　

シ
ク
ラ
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

細
き
花か

け

い茎
を　

す
っ
く
と
立
た
せ

◯ 

ひ
ま
つ
ぶ
し　

退
屈
し
の
ぎ
と　

言
い
つ
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　

夢
中
に
な
り
ぬ　

毛
糸
を
編
む
は

◯ 
物
音
の　

気
配
も
感
じ
ぬ　

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
き
わ
が
家　

恋
し
く
な
り
ぬ

◯ 

東
大
の　

校
章
は
二
枚
の　

銀
杏
の
葉　

　
　
　
　

名
入
り
の
ボ
ー
ル
ペ
ン　

手
に
し
て
知
り
ぬ

鈴
木　

育
子
（
長
塚
一
）

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

日程：１０月２１日（日）：清掃デー

　いわき市では、毎年２回、市民の皆さまによる清掃活動を実施しております。
　いわき市に避難をされている皆さまにもお住まいの地区のいわき市民の
方々と一体となった協働作業への積極的な参加をお願いいたします。

　参加方法は「団体」での参加と「個人」での参加とで異なりますので、下記に
問い合わせてください。

☎０２４６－２２－７５５９
いわき市役所　生活環境部　ごみ減量推進課庶務係【問い合わせ先】

（いわき市へ避難をされている皆さまへのお願い）

「秋のいわきのまちをきれいにする「秋のいわきのまちをきれいにする
市民総ぐるみ運動」市民総ぐるみ運動」の実施についての実施について

「秋のいわきのまちをきれいにする
市民総ぐるみ運動」の実施について

（市内の全家庭周辺の清掃）

21 平成３０年１０月広報ふたば

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課
☎ ０２４６－８４－５２０２

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

22広報ふたば 平成３０年１０月



●避難先●
　福島県南相馬市

（羽鳥）

本林  チイさん

   もとばやし　      

今シーズンも「梅のワイン漬」（写真左上）を仕込みました今シーズンも「梅のワイン漬」（写真左上）を仕込みました今シーズンも「梅のワイン漬」（写真左上）を仕込みました

働
く
こ
と
が
苦
に
な
ら
な
い

　

小
高
町
（
現
・
南
相
馬
市
小
高
区
）
で
９
人
き
ょ

う
だ
い
の
４
番
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
前
後
の
大
変
な
時
代
、
両
親
に
少
し
で
も

負
担
を
か
け
た
く
な
か
っ
た
た
め
、
学
校
を
出
て
す

ぐ
住
み
込
み
奉
公
に
入
り
、
そ
の
奉
公
先
か
ら
嫁

入
り
（
結
婚
）
し
、
双
葉
町
民
と
な
り
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
両
親
が
仕
事
と
子
育
て
に
苦
労
す

る
姿
を
見
て
た
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
苦
し
い
思
い

を
し
て
で
も
働
け
ば
、
い
つ
の
日
か
必
ず
、
少
し

で
も
生
活
を
豊
か
に
で
き
る
と
い
う
希
望
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
若
い
頃
か
ら
働
く
こ
と
が

苦
し
い
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

夫
は
大
工
を
生
業
と
し
、
私
は
主
に
田
畑
を
預

か
り
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
二
人
三
脚
の
日
々
を

送
り
、
２
人
の
息
子
を
育
て
上
げ
、
屋
敷
内
か
ら

切
り
出
し
た
木
材
を
使
っ
て
、
夫
婦
で
晩
年
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
夫
自
ら
の
腕
で
自
宅
（
母
屋
）

を
建
て
ま
し
た
。

忙
し
く
も
楽
し
か
っ
た
日
々

　

還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
避
難
す
る
ま
で
、
病
気
知

ら
ず
の
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
農
業
、

社
協
や
Ｊ
Ａ
の
ヘ
ル
パ
ー
、
直
売
所
「
よ
っ
て
み
せ
」

や
「
ふ
た
ば
夢
工
房
」
へ
の
参
画
、
着
付
け
な
ど
、

原
付
バ
イ
ク
に
乗
り
町
内
各
地
を
動
く
の
が
日
常
で

し
た
。
特
に
、
餅
や
漬
物
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
家
族
に

心
配
さ
れ
る
ほ
ど
の
「
フ
ル
稼
働
」
で
し
た
が
、
体

調
を
崩
す
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
期
す
ら
覚
悟
し
た
２
週
間

　

平
成
22
年
春
に
亡
く
な
っ
た
夫
の
１
周
忌
に
向

け
、
縁
者
に
案
内
状
を
出
し
、
法
要
で
使
う
飲
み
物

な
ど
の
買
い
置
き
を
進
め
て
い
た
矢
先
、
震
災
と
原

発
事
故
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
同
居
し
て
い

た
長
男
は
出
張
中
で
、
自
力
で
の
町
外
避
難
が
困
難

な
状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
、
長
男
の
車
が
無
い
た
め
、

周
囲
か
ら
は
既
に
避
難
し
た
と
思
わ
れ
た
よ
う
で
、

発
災
か
ら
約
２
週
間
後
、
自
衛
隊
に
よ
っ
て
救
出
さ

れ
る
ま
で
自
宅
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
情
報
も
無
く
孤

立
す
る
中
、
寒
さ
に
凍
え
な
が
ら
、
法
要
の
た
め

に
準
備
し
た
飲
み
物
、
漬
物
や
し
そ
巻
き
で
飢
え

を
し
の
ぎ
ま
し
た
が
、
救
出
ま
で
の
間
、
無
念
な

最
期
を
覚
悟
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

故
郷
に
は
戻
れ
な
い
が

　

自
衛
隊
に
よ
る
救
出
後
、
県
外
避
難
を
経
て
、

現
在
、
長
男
と
共
に
南
相
馬
市
内
で
生
活
し
て
い

ま
す
が
、
時
折
、
一
時
立
ち
入
り
で
自
宅
に
戻
り
ま

す
。
屋
敷
や
田
畑
は
荒
野
と
な
り
、
足
腰
が
弱
り

体
調
を
崩
す
こ
と
が
多
く
年
齢
も
80
歳
を
超
え
る

中
、
帰
還
し
て
の
生
活
再
建
は
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
震
災
前
の
よ
う
に
直
売
所
に
出

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
自
分
ら
し
さ

を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
、
時
折
、
さ
さ
や
か
な
が

ら
漬
物
や
し
そ
巻
き
を
作
り
、
友
人
や
知
人
に
お

す
そ
分
け
し
な
が
ら
、
故
郷
で
の
日
々
を
懐
か
し

ん
で
い
ま
す
。
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●避難先●
　埼玉県加須市

（新山）

加藤  信子さん

かとう            のぶこ

体
は
暑
さ
に
は
慣
れ
て
も
「
心
」
は
…

　

故
郷
を
離
れ
て
か
ら
、
こ
ち
ら
で
は
、
全
国
屈

指
と
い
わ
れ
る
夏
の
暑
さ
に
、
体
は
慣
れ
て
き
た

と
感
じ
る
一
方
、
今
で
も
、
心
は
つ
い
て
い
か
な

い
の
か
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

東
に
海
、
西
は
山
、
夏
は
涼
し
く
冬
で
も
晴
れ

空
が
多
い
双
葉
町
。
近
所
を
散
歩
す
る
中
、
北
東

方
向
に
筑
波
山
が
見
え
ま
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
向

こ
う
に
は
故
郷
が
あ
る
と
思
う
と
、
時
間
が
経
っ

て
も
、
長
年
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
を
追
わ
れ
た
と

い
う
心
の
傷
は
、
癒
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

夫
が
不
在
中
の
被
災
と
町
外
避
難

　

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
を
強
い
ら
れ
る
ま
で
、

私
た
ち
夫
婦
と
長
男
一
家
は
、
同
じ
敷
地
内
の
別
棟

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
、
夫
は
鉄
道
関
係
の

会
社
に
勤
め
て
お
り
、
震
災
当
日
、
茨
城
県
内
で

仕
事
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
発
災
後
、
お
互
い
に

連
絡
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

震
災
翌
朝
、
夫
の
帰
宅
を
待
た
ず
し
て
避
難
指

示
に
よ
り
町
を
離
れ
、
多
く
の
町
民
は
川
俣
町
に

向
か
い
ま
し
た
が
、
混
乱
の
中
、
私
と
長
男
一
家

は
葛
尾
村
に
身
を
寄
せ
、
そ
こ
で
電
話
が
繋
が
り

夫
と
合
流
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
、

同
村
も
避
難
と
な
り
再
移
動
と
な
り
ま
し
た
。

一
家
９
人
の
大
移
動
は
困
難
の
連
続

　

私
た
ち
夫
婦
と
長
男
一
家
は
合
わ
せ
て
９
人
。
幼

い
孫
も
い
る
中
、
乗
用
車
１
台
に
乗
り
切
れ
る
人

数
で
も
な
く
、
そ
の
後
の
避
難
は
苦
労
の
連
続
で

し
た
。
ま
た
、
避
難
所
に
身
を
寄
せ
て
も
、
限
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
、
９
人
が
満
足
に
過
ご
せ
る
空

間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

旧
騎
西
高
校
に
移
っ
て
以
降
、
福
島
県
内
に
戻

る
こ
と
も
含
め
、
家
族
で
落
ち
着
け
る
場
所
を
探

し
ま
し
た
が
、「
動
く
に
動
け
な
い
」
と
い
う
現

実
だ
け
を
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
私
た

ち
夫
婦
と
長
男
一
家
は
加
須
市
内
で
別
々
に
生
活

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ
せ
た
体
制
を

　

原
発
事
故
と
い
う
特
殊
な
環
境
に
あ
る
中
、
金

銭
的
な
補
償
や
賠
償
に
つ
い
て
誤
っ
た
認
識
が
世

間
に
広
が
る
な
ど
、
肩
身
の
狭
い
日
々
を
送
っ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
被
災
者
へ

の
支
援
体
制
は
画
一
的
で
、
私
た
ち
に
寄
り
添
っ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
感
じ
る
部
分
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

故
郷
を
追
わ
れ
て
か
ら
約
７
年
半
以
上
経
ち
ま

す
。
一
時
立
ち
入
り
で
帰
宅
し
た
こ
と
は
数
回
あ

り
ま
す
が
、
朽
ち
て
い
く
故
郷
の
姿
を
み
て
悲
し

く
な
る
だ
け
な
の
で
、
も
う
５
年
以
上
足
を
踏
み

入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
心
の
傷
は
癒
え
ま
せ
ん
が
、

毎
月
開
催
さ
れ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
カ
フ
ェ
」

に
参
加
し
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
方
と
交
流
し
、

少
し
で
も
元
気
に
な
れ
る
よ
う
、
前
向
き
な
意
識

を
持
て
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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●避難先●
　福島県白河市

（長塚一）

池田  幸矢さん

   いけだ            ゆきや

大
地
震
そ
し
て
故
郷
と
の
別
れ

　

双
葉
北
小
学
校
３
年
の
と
き
被
災
し
、
震
災
翌

朝
に
出
さ
れ
た
避
難
指
示
で
は
、
町
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
勤
務
し
、
仕
事
を
離
れ
ら
れ
な

い
母
と
別
れ
、
父
の
実
家
が
あ
る
栃
木
県
那
須
塩

原
市
に
向
か
い
ま
し
た
。
町
を
離
れ
る
際
、
母
か

ら
「
二
度
と
会
え
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

言
わ
れ
、
そ
の
後
、
原
発
の
水
素
爆
発
や
放
射
能

汚
染
の
広
が
り
な
ど
、
母
の
安
否
へ
の
心
配
が
増

す
よ
う
な
こ
と
が
続
き
ま
し
た
が
、
発
災
か
ら
約

１
週
間
後
、
母
の
仕
事
に
目
途
が
付
き
、
無
事
、

私
た
ち
は
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

故
郷
を
離
れ
時
間
が
進
む
中
で

　

原
発
事
故
が
な
け
れ
ば
、
自
然
豊
か
な
故
郷
・

双
葉
町
で
、
幼
馴
な
じ
み
た
ち
と
一
緒
に
小
学
校

か
ら
中
学
、
高
校
へ
と
進
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
避
難
先
で
新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
こ
と
か

ら
始
め
、
気
持
ち
が
落
ち
着
か
な
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
７
年
半
以
上
経
過
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
24
年
５
月
に
弟
が
誕
生
し

ま
し
た
。
一
人
っ
子
の
時
間
が
長
か
っ
た
た
め
、
兄

弟
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
那
須
塩
原
市
で
過

ご
し
ま
し
た
が
、
中
学
生
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

白
河
市
内
へ
と
移
り
、
昨
年
春
、
郡
山
市
内
に
あ

る
高
校
に
入
学
し
、
学
校
ま
で
、
列
車
と
徒
歩
で

片
道
１
時
間
弱
ほ
ど
か
け
て
通
っ
て
い
ま
す
。

視
野
を
広
げ
る
機
会

　

こ
の
夏
、
平
成
30
年
度
双
葉
町
生
徒
海
外
派
遣

事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
９
人
の
う
ち
最

年
長
で
、
出
発
式
で
は
派
遣
団
を
代
表
し
て
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
初
め
て
の
海
外
渡
航
で

し
た
が
、
と
て
も
新
鮮
で
貴
重
な
経
験
を
得
ら
れ

た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、
酪
農
・
畜

産
大
国
の
現
状
や
生
活
様
式
・
習
慣
の
違
い
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重
な
自

然
と
そ
の
保
全
や
環
境
整
備
の
様
子
、
原
住
民
の

文
化
と
植
民
地
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
文
化
が
息
づ
く
姿
、
過
去
の
大
戦
を
教
訓

に
し
た
平
和
へ
の
記
憶
展
示
な
ど
、
現
地
で
し
か
体

感
で
き
な
い
こ
と
の
連
続
で
し
た
。
非
常
に
充
実
し

た
８
日
間
で
し
た
が
、
こ
う
し
た
視
野
を
広
げ
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
送
り
出
し
て
く

れ
た
両
親
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

将
来
に
向
か
っ
て

　

海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
、
異
文
化
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
英
語
を
は
じ
め
と
す
る
語
学
の
重
要

性
を
実
感
し
、
よ
り
勉
強
に
力
を
入
れ
る
た
め
英

語
教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

高
校
２
年
に
な
っ
て
約
半
年
が
過
ぎ
、
高
校
生

活
も
折
り
返
し
を
迎
え
ま
し
た
。
進
路
の
選
択
な

ど
を
本
格
的
に
考
え
る
時
期
に
入
り
ま
し
た
が
、

将
来
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
関
わ
る
よ
う
な
分
野
を

目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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秋
ら
し
い
気
候
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
過
ご
し
や
す
く
、
体
を
動
か
す
の

に
も
頭
を
動
か
す
の
も
最
適
と
感
じ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
文
学
な
ど

に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
る
時
期
で
す
。
広
報
ふ
た
ば
で
も
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
結
果
や
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
新
聞
な
ど
で
町
民
の

方
々
の
ご
活
躍
を
目
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
各
地
で
活
躍
す
る
皆
さ
ん
の
姿

か
ら
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
９
月
９
日
に
浪
江
町
地
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
第
67
回
福
島
県
消
防
協
会
双
葉
支
部
幹
部
大
会
に
参
加
さ
れ
た
消
防
団

員
幹
部
の
皆
さ
ん
の
集
合
写
真
で
す
。
地
域
防
災
の
中
核
を
担
う
皆
さ
ん
は

石
井
団
長
の
訓
示
を
受
け
、
大
会
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

13
ペ
ー
ジ
と
ベ
ス
ト
ス
マ
イ
ル
に
掲
載
し
た
夢
ふ
た
ば
人
盆
踊
り
は
復
興

公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地
で
は
初
め
て
の
開
催
で
し
た
。
８
団
体
の
櫓
共
演

が
あ
り
、
い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
や
町
商
工
会
青
年
部
の
出
店
、
友
好

町
京
丹
波
町
の
バ
ザ
ー
や
ダ
ル
マ
折
り
紙
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の

方
が
盆
踊
り
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

－ 

編
集
後
記 

－

白河市立白河第二小学校　６年　　　　　　　　さん（三字）高
た か の

野　陽
ひ な

奈

復興公営住宅勿来酒井団地で行われた夢ふた
ば人盆踊り大会のイベント会場で、松

まつもと

本歩
あ ゆ む

夢
くんと來

く る み

夢さん（寺松）の笑顔です。

　私の将来の夢は、動物に関係する仕事に就くことです。動物に関係
する仕事といってもじゅうい、飼育員、トリマー、ドッグトレーナー
など、様々な種類の仕事がありますが、私は、じゅういかドッグトレー
ナーになりたいです。
　その理由は、小さい頃から動物が大好きで動物に興味があったから
です。小学４年生くらいまでは、動物が好きだっただけでしたが、そ
の頃になるともっと詳しく動物の事を知り、動物に関係する仕事に就
きたいと思いました。
　ドッグトレーナーもじゅういも専門的な知識が必要で大変ですが、
夢に向かって一生けん命努力して、夢をかなえられるようにがんばっ
ていきたいです。
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